
北陸電気工業株式会社 開発本部 アドバンストデバイス開発部
主任 本真 義博 氏

－ 日本勤労者山岳連盟事務局長、登山者位置検知システムの
研究者と機器開発者が登壇 －

平成２９年５月３１日（水）
1３時３０分～１６時０0分

富山県民会館 ４F ４０１号室

富山県富山市新総曲輪４－１８

総務省北陸総合通信局 無線通信部 企画調整課
ＴＥＬ （０７６）２３３－４４７０ FAX（０７６）２３３－４４８９
freq-hokuriku@soumu.go.jp 定員１００名 参加費無料。締め切り 5月30日（火）

主 催 総務省北陸総合通信局 公立大学法人富山県立大学 北陸情報通信協議会
協 賛 情報通信月間推進協議会

講演１ 「山岳遭難事故の現状とその対策」

（１３：３５～１４：２０）

日本勤労者山岳連盟
事務局長 川嶋 高志 氏

公立大学法人富山県立大学 工学部 電子・情報工学科
准教授 石坂 圭吾

富山県立大学工学部を卒業。同大学の講師を歴任し、平成２４年より現職。専門は、電波工学、宇宙プラ

ズマ工学。「登山者位置検知システムの利用モデル評価」では、実証試験の計画・実施など中心的な役割を
果たす。本セミナーでは、立山周辺で行った登山者位置検知システムの実証実験の結果、同システムが山
岳遭難者救助に有効であることを報告する。

「登山者位置検知システムの利用モデル評価」において使用したシステム用機器の開発・製造に携わり、
実証試験ではシステム運用の責任者として参加。

本セミナーでは、開発したシステム用機器の概要、小型軽量化などの課題と改善点、今後の展望を報告
する。

青年期より登山を始めて４０余年。東京都勤労者山岳連盟の事務局長や日本山岳レスキュー協議会幹事

を経て、平成16年から現職。東京都勤労者山岳連盟救助隊の副隊長としても活動している。
本セミナーでは、近年の山岳遭難事故の現状や自身の経験を活かした事故の未然防止策について紹介

する。

講演２ 「登山者位置検知システムの山岳遭難者救助への有効性」

（１４：２０～１５：０５）

講演３ 「登山者位置検知システム用機器の開発と今後の課題」
（１５：１５～１６：００）

問合わせ先

近年の登山ブームで登山愛好者が増えています。しかしながら山
岳地帯では携帯電話が必ずしも利用できません。事故発生時に登山
者と容易に連絡ができず、携帯電話の電波を使った位置情報も利用
できないことが課題となっています。
総務省では平成２８年８月に省令を改正し、１５０ＭＨｚ帯の電波を

使用した動物検知システムの用途を人に拡大、これを受けて北陸総
合通信局は、登山者位置検知システムの有効性を評価するため、富
山県立山を中心とした携帯電話が通じない山岳地帯で実証試験を
行いました。
本セミナーでは、近年の山岳遭難事故の現状を紹介し、登山者位

置検知システムの実証実験の結果、開発したシステムの概要、小型
軽量化などの課題と改善点、今後の展望を報告します。

平成29年度情報通信月間行事

申し込み先 北陸情報通信協議会のホームページ（http://www.hokurikutelecom.jp/）より
お申し込み下さい。
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